
 

中学生の体験入学、一部をライブ配信に。 
例年なら夏休みの初日に行う中学生の体験入学ですが、今年は休校の回

復措置（中高ともに）が夏休みに必要なため、多くの高校が９月の週休日

に体験入学となっており、本校は 9月 12日（土）に実施しました。参加

者を２つのグループに分けて「全体会」と「体験授業」を行う形式は例年

同様でしたが、「全体会」を体育館に集合して、という形式を変更して、

中学生がいる教室にライブで配信する方式にしました。本校でこのよう

な形で体験入学を行うのが初めてだったので前日の機器設置等の準備が

大変でした。中学生が授業等を受ける 18教室と保護者等控室４教室に

パソコンを設置して電子黒板での投影準備等、当日は心配でしたが大

きな不具合もなく無事実施することができました。 

当日は１階の１０３教室を本部にして、全体会の説明をその教室の

パソコンからライブ配信して全体会を実施しました。参加人数は中学

生 501名（在籍中学校数 58校）、保護者 165名の皆さんが参加しまし

た。参加した中学生や保護者からは、特に全体会で説明してくれた生

徒の皆さんの話（生徒会長とＮＧＰ受講者２年生２名）が、実態がわか

って良かった、という声がありました。 

秋季クラスマッチが無事、開催。 
９月 17（木）・18日（金）の２日間、秋季クラスマッチ

が実施され無事終わりました。準備にご尽力いただいた皆

さんに感謝いたします。さて、行事等は一度経験してみな

いとその雰囲気等がわからないので、「３年は２年の、２年

は１年のお手本となるように頑張ってください。上級生と

しての矜持（きょうじ）を持ってクラスメ

ートと頑張りましょう。」と学校長挨拶で話

をしました。行事は準備や実行に手間がか

かりますが、その手間や面倒なことを体験

して初めてわかることがあるはずです。ま

た、次の世代に「伝える」という事も必要

です。今年はほぼ３月～５月の３カ月間休

校だったことを思うと、上級生から下級生

に文化は伝わっているのか？と心配です。 

ＰＴＡからクラスマッチに際して、生徒

全員に１日目と２日目にそれぞれ１本ずつ飲料の差し入れをしていただきました。この場をお借りして

御礼申し上げます。ありがとうございました。 

令和２年度 保護者・生徒・地域の皆さんへ 

長野高等学校 学校長だより 
（「学校長だより」はホームページにも掲載しています。） 

令和２年 

No９ 

 

９月２４日（木） 

配信された映像と音声での全体会 

一教室の人数を制限しての体験授業 

（上）開会式会長挨拶 

（左）ソフトボール 

（右）差し入れ飲料 



音楽室の机を更新しました。 
新型コロナウィルス感染症への国の対策事業のうち「学校保健特別対策事業費補助金」の一環として、

県は「学校再開に伴う感染症対策・学習保障等に係る支援事業」で各校に感染対策を行う支援事業を実

施しています。本校としてはこの予算の一つの使途として音楽室の机を更新しました。音楽室で今まで

使用していた机は、長さが短く、二人掛だと隣同士が近くなるため、机を外に出して、椅子だけを配置し

て授業を行っていました。これでやっと机を入れて授業ができますが、新たな机は写真のように長く、二

人が離れて座ること

が可能であるだけで

なく、天板が跳ね上

がりキャスターもつ

いているので教室隅

に連ねて収納できる

ようになっていま

す。 

 

 

学習（授業・家庭）にタブレットを使用する方向で検討中です。（対象は現１年生から） 
 現在のコロナ禍が発生する前から全国や県内では、学校の授業や家庭学習でタブレット等を使用する動

きがありましたが、新型コロナウィルス感染症の流行に伴い、一挙に学校教育におけるＩＣＴの重要性の

認識が高まり、オンライン活用等の動きが進みました。 

 本校でも、この動きに対して、タブレットを導入して授業や学習に利用している学校や全国的な先進校

の状況について情報収集や視察を行いました。結論からすれば標記のように「導入する」との方向性を

決めました。しかし、導入機器を何にするのか？ 保守点検はどうするのか？ サポート体制はどうす

るのか？ 通信環境をどう確保するのか？ 保護者の皆さんの経済的負担をどう軽減するのか？ 生徒の

荷物の重量をどう軽減するのか？ 等々挙げれば切りがないほど検討及び解決していかなければいけない

項目が多いのが実情です。その中でも最も重要なのは、「保護者の皆さんの経済的負担をどう軽減するの

か」については、具体的な対策を示す必要があると考えています。 

しかし、すべての項目に解決策を示せなければ導入しない、となると、結局「導入しない」と同じ意味

になってしまいますので、現時点では以下のように考えています。 

（１） 教室に WiFi環境が整備されます。 

県が全県の高校に整備をしていきますが、本校では 11月頃に整備される予定です。 

（２） この機会にタブレットを「学校での授業」及び「家庭学習」で使用するようにします。 

 ご家庭でも WiFi環境の整備をして頂くことが必要となってきます。 

（３） 対象は、まずは現在の 1年生での使用を予定しています。 

 新たな学び方、という側面もあるので教員と生徒が共に学びながら進めることになります。 

（４） 全員が同一機種を持つことを予定しています。 

 多様なデバイス（機器）の個々の不調・不都合への対処は難しいと考えています。 

現時点で保護者の皆様（１年生）に具体的にお願いすることはありませんが、今後についてはできるだけ

詳細な情報及び連絡を取っていきたいと考えています。 

（生徒の皆さんは、この学校長だよりを読んだあと、保護者の方に渡してください） 

古い机 木製で頑強だが、重くて移動も大変 新しい机 班活動時には簡単に移動できます 


